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平均年齢は 74.6:t 15.8歳、 57.8%は男性であった。卒倒から心肺蘇生に重要な時間の中央値 (69，648人)
はそれぞれ、卒倒から心姉蘇生開始が 1(0-3)分、卒倒から救急車到着が9(7-12)分、卒倒から病院到着
が 32(26-41)分であった。 院外自己心拍再開のサブグループ群(10，172人)では卒倒から院外心拍再開ま
での時間の中央値は 16(10叩25)分であったc 一ヶ丹後の予後良好患者は 6.0%、生存は 10.4%であった。
抽出群を用いた決定木分析によると予後良好に関係する各許容時間は卒倒から心肺蘇生開始が5分以内、




















平成 24年 2月 10日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は樽土(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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